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DX成功の秘訣は可視化と共有
DX推進に⽴ちはだかる様々な不満やリスクを解消しないと、DXは達成できません。

・なぜ変更するのかという不満
・自分たちの課題が解決されない不満

・煩雑なITツール管理
・業務の非効率化
・セキュリティホールの危険性

Internet

DXを推進するうえで、このようなお悩みはありませんか︖

・以前システムを導入したが逆に現場の負担が増えてしまった
・多数のシステムが入っており管理しきれていない
・そのような経緯から現場の同意や協⼒がなかなか得られない

関係者間で摩擦が発生して
変わりたくても変われない︕

挙げ句の果てには内戦化・・・

不満やリスクは可視化と共有で解決できます。



不満やリスクの原因は「情報の断絶」→「可視化と共有」で乗り越える

DXを成功に導く3つの視点
経営側の抱える課題と現場の課題は断絶している 可視化し共有することで全員が課題を自分事として捉える

DXはただ業務や課題を可視化し共有するだけでは成功しません。
経営も参加し、3つの視点を備えてはじめて成功します。

3つの視点

 コンプライアンス・ガバナンス ・・・ 業務プロセスを可視化・共有し、意思を
共有する。

 リスク管理 ・・・ デジタル化に伴うリスクを可視化し、
統制する

 プロセス有効性評価 ・・・ 変更後の業務プロセス監視し、継続的に
改善する



経営から現場まで同一の環境で業務プロセスを共有し、変革の成し遂げます。

例えば・・・ DX＝業務のデザイン変更を意味します。
業務のデザインが変わるということは、
・進め方が変わる

→既存業務で確⽴した安全性は維持できない
新業務でも安全性に影響が無いようにする
変更された⼿順を徹底する（逸脱しない）

・業務のデジタル化リスク
→IT業務と⼈的業務の継ぎ目のリスクを管理
デジタル化によるリスクを検知し統制する

ということに留意する必要があります。

これらは他⼈任せにせず、経営自ら監視が必要です。

可視化と共有の場を準備し、DXを推進する
経営者 従業員

全員が業務情報を共有する
場所を構築



iGrafxは「可視化と共有」の場を提供し、
全社員の合意形成を実現します。

iGrafxが提供する３つの視点
【１】コンプライアンス・ガバナンス 【３】プロセス有効性評価

業務プロセスの統合管理

【２】リスク管理

業務プロセス上でリスク・コントロール管理 リスク状況やプロセス有効性をモニタリング

経営者 従業員

DXはITツールを業務プロセスに組み込んで内部改革を起こすことで実現します。
iGrafx PLATFORMは全社員が業務プロセス、リスク、データ値を共有する環境を実現します。



• 業務の可視化・分析・改善・定着化
• ICT・RPA導入前の業務要件定義
• 業務標準化検討
• 内部統制
• 業務フローとマニュアル類の統合管理と共有
• ISO、ISMS、Pマーク取得 等

に幅広く利⽤されている、業務改善活動を
支援する業務プロセス可視化の専門ツールです。

◆国内導入企業様
みずほ銀⾏

株式会社 ジェーシービー

富士フイルムビジネスエキスパート株式会社

株式会社 東芝

東京東信⽤⾦庫

株式会社 リコー（リコービジネスエキスパート）

株式会社 オリエントコーポレーション

北⾥⼤学病院

株式会社 しんきんカード

敬称略
iGrafxの導入を公にしているユーザー様になります

横浜国⽴⼤学

株式会社 ロイヤルホテル

JA山口（JA周南）

福岡市

株式会社 良品計画

業務の
定着化・標準化

コスト削減

ビジネスプロセス
（共通の管理基盤）

法令順守
法的リスク低減

個人情報保護
漏洩リスク低減 品質向上

ﾐｽ･ﾄﾗﾌﾞﾙ削減
内部統制

統制環境整備

プロセス情報の共有化

業務フロー
業務規程・通達

各種業法・マニュアル

現場への周知



サン・プラニング・システムズは業務可視化を通じて、お客様の目標実現を支援いたします。

詳細は https://igrafx.info/ をご覧ください。



https://igrafx.info/
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